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の制御部位としては、古くから lesion study 等を用いた多くの先行研究により視床下部及び脳幹部が
これまで注目されてきたが、レム睡眠およびノンレム睡眠を制御する具体的な神経回路やネットワーク
を構成するニューロンの性質については未だ不明の点が多く、詳しい解明が期待されている。 













ChapterⅡでは、anterograde tracing と Chemogenetic activation を組み合わせ、SubLTD のニュー
ロテンシン陽性ニューロンのダウンストリームで働くニューロンの存在する神経核が以下の 3か所であ
ることを明らかにしている。すなわち、dorsal deep mesencephalic nucleus (dDpMe)、lateral part of 
the periaqueductal gray (1PAG)、medial vestibular nucleus (MVe)の 3 か所である。これらの脳神
経核においてもノンレム睡眠促進作用をもつニューロンはニューロテンシン陽性であることがわかっ
た。以上より、SubLTD から dDpMe、1PAG、MVe に至るニューロテンシン陽性ニューロンのネットワーク
がノンレム睡眠をポジティブに制御していることが明らかにされている。 














究ではマウス分子遺伝学を中心の手法とし、さらに Chamogenetic activation 等の先端的手法を駆使し、
ノンレム睡眠を促進する働きのある神経回路を明らかにした。更にそれを構成するニューロンがニュー
ロテンシン陽性ニューロンであること、またニューロテンシンの睡眠制御における機能を明らかにした
ものである。以上の結果は生理学的に重要な課題を解明した非常に意義の高いものであり、データのク
オリティ、論文の完成度、学位審査での質疑応答の内容全て申し分なく、学位授与に十分な質を持つも
のである。 
 
令和２年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（神経科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
